
要
旨
本
目
録
は
、
明
治
二
十
年
代
に
活
躍
し
た
詩
人
・
評
論
家
の
北
村
透
谷
（
一
八
六
八
～
一
八
九
四
）
の
参
考
文
献
目
録
で
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
し
た
六
つ
の
目
録
（
凡
例
参
照
）
に
漏
れ
た
分
と
、
そ
れ
以
降
の
一
年
分
（
平
成
十
八
年
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
六
つ
の
目
録
は
、
先
行
参
考
文
献
目
録
の
増
補
改
訂
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
目
録
に
収
録
し
た
文
献
は
、
先
行
参
考
文
献

目
録
に
未
収
載
で
あ
り
、
新
た
に
発
掘
し
た
文
献
も
多
い
。
こ
の
六
つ
の
目
録
に
本
目
録
を
合
わ
せ
る
と
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
平
成
十
八
年

ま
で
の
百
十
八
年
分
の
目
録
（
発
行
年
月
順
）
と
な
る
。

北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
補
遺
（
２
）

鈴
木
一
正
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一
、
排
列
は
、
月
単
位
で
発
行
順
に
並
べ
た
。
同
月
内
は
、
著
者
名
の
五
十
音
順
と
し
、
雑
誌
等
で
同
時
に
複
数
の
論
文
掲
載
の
場

合
は
、
掲
載
順
と
し
た
。
た
だ
し
、
週
刊
紙
（
誌
）
、
日
刊
紙
は
、
同
月
内
の
後
に
、
月
日
順
に
並
べ
た
。
な
お
、
戦
前
分
に
つ

い
て
、
わ
か
る
も
の
は
発
行
年
月
日
ま
で
記
入
し
、
発
行
順
に
並
べ
た
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル

一
、
タ
イ
ト
ル
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
で
は
な
く
、
本
文
の
も
の
を
採
用
し
た
。
副
題
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

な
お
、
副
題
の
表
記
は
、
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
雑
誌
等
の
巻
号
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
努
め
た
。

一
、
連
載
・
分
載
の
場
合
は
、
一
括
で
記
入
し
、
著
者
名
の
上
に
＊
印
を
付
し
た
。

一
、
単
行
本
は
『
」
、
雑
誌
等
は
「
」
で
示
し
、
叢
書
名
・
特
集
名
等
、
補
足
的
事
項
は
〈
〉
を
用
い
た
。
ま
た
無
署
名
の

場
合
は
、
Ｉ
で
表
示
し
た
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
注
記
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
雑
誌
等
の
「
初
出
」
に
よ
っ
た
。
初
出
不
明
、
未
確
認
の
場
合
は
、
単
行
本
所
収
時
の
も
の
を
記
載
し
た
。

分
（
平
成
‐

一
、
本
目
録
（

か
ら
成
る
。

一
、
本
目
録
は
、
こ
れ
ま
で
小
生
が
作
成
し
た
①
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
明
治
二
十
二
年
～
昭
和
十
九
年
ｌ
」
（
「
国
文
学
研

究
資
料
館
紀
要
」
第
〃
号
、
平
蝸
・
３
）
、
②
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
昭
和
五
十
年
ｌ
」
（
「
国
文
学
研

究
資
料
館
紀
要
」
第
船
号
、
平
岨
・
３
）
、
③
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
五
十
一
年
～
平
成
九
年
ｌ
」
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か

編
「
透
谷
と
現
代
Ｉ
別
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
翰
林
壹
房
、
平
川
・
５
）
、
④
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
補
遺
（
１
）
」

（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
朋
号
、
平
Ｍ
・
２
）
、
⑤
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
平
成
十
年
～
平
成
十
五
年
ｌ
」
（
北
村

透
谷
研
究
会
編
『
北
村
透
谷
と
は
何
か
』
笠
間
書
院
、
平
陥
・
５
）
、
⑥
「
北
村
透
谷
主
要
参
考
文
献
目
録
」
（
新
保
祐
司
編
『
北

村
透
谷
ｌ
《
批
評
》
と
は
何
か
』
〈
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
〉
至
文
堂
、
平
岨
・
３
）
の
六
つ
の
目
録
と
そ
れ
以
降
の
一
年

分
（
平
成
十
八
年
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
の
構
成
は
、
「
１
明
治
二
十
二
年
～
平
成
十
七
年
補
遺
」
（
①
～
⑥
の
遺
漏
分
）
、
「
２
平
成
十
八
年
」
（
⑥
以
降
の
分
）

凡
例
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北村透谷参考文献目録補遺（2）

【
明
治
期
】

雲
峯
生
「
宿
魂
鏡
」
透
谷
子
著
〈
批
評
〉
（
「
同
志
社
文
学
」

第
例
号
、
明
朋
．
ｌ
・
邪
）
「
国
民
の
友
新
年
附
録
」
評

「
文
学
界
」
第
二
号
〈
近
刊
雑
誌
〉
（
「
青
年
文
学
」

第
Ⅳ
号
、
明
朋
・
３
．
別
）

ｌ
『
評
論
』
〈
新
刊
雑
誌
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」

第
羽
号
、
明
茄
・
４
．
妬
）
「
明
治
文
学
管
見
」
評
を
含
む

‐
『
文
学
界
』
と
『
評
論
』
と
〈
新
刊
雑
誌
文
界
現

象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
胡
号
、
明
船
・
５
．
Ⅲ
）

楽
夢
生
「
評
論
」
第
三
号
〈
新
刊
雑
誌
〉
（
「
思
想
」
第
１
号
、

明
邪
・
６
．
３
）
「
明
治
文
学
管
見
三
」
評

『
文
学
界
』
（
第
五
号
）
〈
新
刊
雑
誌
文
界
現
象
〉

（
「
早
稲
田
文
学
」
第
４
号
、
明
船
・
６
・
川
）
「
頑
執
妄
排
の

弊
」
「
人
生
の
意
義
」
「
賎
事
業
弁
」
の
評
を
含
む

Ｓ
・
Ｈ
．
情
死
論
（
戸
川
氏
が
「
桂
川
」
の
評
の
う
ち
、
北
村

透
谷
）
〈
新
刊
雑
誌
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
妬
号
、

明
茄
・
８
．
岨
）

‐
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
〈
最
近
出
版
害
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明

〃
・
５
．
７
）

槍
浪
漁
長
透
谷
逝
く
お
も
か
げ
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
師
・
５
．

別
）
漢
詩

小
島
烏
水
山
王
台
放
語
（
「
文
庫
」
第
咀
巻
第
４
号
、
明
銘
。

１
明
治
二
十
二
年
～
平
成
十
七
年
補
遺

９
．
１
）
「
詩
人
透
谷
」
を
含
む
。
↓
「
小
島
烏
水
全
集
』
第

２
巻
、
大
修
館
書
店
、
昭
肥
・
５

玄
々
子
文
士
雅
号
證
（
佐
藤
儀
助
編
『
文
壇
楽
屋
観
』
新
声

社
、
明
弘
・
７
．
岨
）

久
保
天
随
北
村
透
谷
（
久
保
天
随
編
「
詳
註
細
評
現
代
名
家

文
選
』
金
刺
芳
流
堂
、
明
俎
・
Ⅲ
。
Ⅱ
）
「
鬼
心
非
鬼
心
」
「
処

女
の
純
潔
を
論
ず
」
を
収
録

三
島
霜
川
私
の
文
壇
に
接
触
し
た
時
分
（
「
新
潮
」
第
過
巻
第

４
号
、
明
娚
・
蛆
・
１
）
「
文
壇
の
風
潮
動
く
ｌ
透
谷
の
死
」

を
含
む

【
大
正
期
】

生
方
敏
郎
流
行
児
の
盛
衰
と
文
壇
諸
団
体
の
勢
力
消
長
史
ｌ
団

体
評
論
第
一
ｌ
〈
人
物
評
論
〉
（
「
新
日
本
」
第
４
巻
第
５
号
、

大
３
．
４
．
３
）
「
文
学
界
派
と
樋
口
一
葉
」
を
含
む

若
山
牧
水
透
谷
、
独
歩
、
一
葉
〈
余
が
好
め
る
秋
の
描
写
〉

（
「
文
章
倶
楽
部
」
第
１
巻
第
６
号
、
大
５
．
Ⅲ
・
１
）

馬
場
孤
蝶
文
壇
二
十
五
年
藤
村
氏
の
『
春
』
に
描
か
れ
た
る

人
々
（
「
中
央
文
学
」
第
１
年
第
６
号
、
大
６
．
９
．
１
）

稲
毛
誼
風
最
近
思
想
の
変
遷
及
び
主
要
人
物
（
「
雄
弁
」
第
加

巻
第
１
号
、
大
８
．
１
．
１
）

高
山
生
文
壇
遺
跡
め
ぐ
り
（
「
中
央
文
学
」
第
５
年
第
４
号
、

大
加
・
４
．
１
）
「
北
村
透
谷
の
家
」
を
含
む

黒
沢
隆
信
自
然
主
義
文
学
に
つ
い
て
／
浪
曼
文
学
に
関
し
て

（
『
近
代
文
学
の
教
養
」
忠
誠
堂
、
大
Ｍ
・
６
．
Ⅲ
）

松
本
龍
之
助
北
村
透
谷
（
『
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
』
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立
川
書
店
、
大
妬
・
４
．
５
）
昭
弱
・
５
に
国
耆
刊
行
会
か
ら

復
刻
版

＊
出
山
花
袋
明
治
の
小
説
ｌ
自
然
主
義
と
写
実
主
義
Ｉ
（
『
日
本

文
学
講
座
』
第
１
～
３
巻
、
新
潮
社
、
大
略
。
Ⅱ
．
〃
、
岨
・

別
、
昭
２
．
１
．
別
）

【
昭
和
期
（
戦
前
）
】

斎
藤
昌
三
透
谷
の
快
文
（
『
島
崎
藤
村
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
全

集
第
陥
編
〉
附
録
、
改
造
社
、
昭
２
．
３
．
８
）
〈
「
改
造
社
文

学
月
報
」
第
３
号
〉
↓
青
山
毅
編
『
改
造
社
文
学
月
報
』
〈
昭

和
期
文
学
・
思
想
文
献
資
料
集
成
第
５
輯
〉
五
月
書
房
、
平
２
．

６
若
林
の
ぼ
る
反
故
の
中
よ
り
Ｉ
透
谷
の
こ
と
Ｉ
（
「
土
上
」
第

６
巻
第
５
号
、
昭
２
．
５
．
１
）

＊
日
夏
歌
之
介
明
治
新
詩
の
展
開
（
『
日
本
文
学
講
座
』
第
７
、

８
巻
、
新
潮
社
、
昭
２
．
５
．
別
、
７
・
蛆
）

斎
藤
清
衛
解
説
（
斎
藤
清
衛
編
『
文
芸
鑑
賞
読
本
明
治
篇
』

星
野
書
店
、
昭
２
．
岨
・
別
）
コ
タ
観
」
「
螢
」
を
収
録

三
浦
圭
三
北
村
透
谷
／
透
谷
全
集
（
『
日
本
文
学
辞
典
』
文
教

書
院
・
大
阪
宝
文
館
、
昭
３
．
３
．
５
）

日
夏
歌
之
介
「
文
学
界
」
運
動
（
『
明
治
大
正
詩
史
』
巻
上
〈
明

治
浪
曼
詩
展
開
の
顛
末
〉
、
新
潮
社
、
昭
４
．
１
・
妬
）
第
３

章
「
草
創
後
期
」
の
う
ち

ｌ
北
村
透
谷
〈
明
治
文
壇
人
名
録
〉
（
「
月
刊
日
本
文
学
」

第
２
巻
第
４
号
、
昭
７
．
３
．
１
）
〈
特
輯
明
治
文
学
大
観
号
〉

新
屋
敷
幸
繁
・
峯
岸
義
秋
新
体
詩
（
『
日
本
文
学
概
論
』
大
明

堂
、
昭
７
．
６
．
〃
）
第
４
章
「
詩
」
の
う
ち

比
屋
根
安
定
近
世
日
本
文
学
に
お
け
る
基
督
教
（
「
新
興
基
督

教
」
第
朗
号
、
昭
７
．
８
．
１
）

戸
川
秋
骨
故
人
の
原
稿
そ
の
他
（
「
書
物
展
望
」
第
２
巻
第
加

号
、
昭
７
．
ｍ
。
ｌ
）

斎
藤
潔
日
本
基
督
教
近
代
詩
歌
史
（
三
）
（
「
新
興
基
督
教
」

第
朗
号
、
昭
８
．
２
．
１
）
「
国
民
之
友
」
と
「
女
学
雑
誌
」

を
取
り
上
げ
る

戸
川
秋
骨
北
村
透
谷
君
と
私
（
『
都
会
情
景
』
第
一
書
房
、
昭

８
・
岨
・
刑
）
↓
坪
内
祐
三
編
『
戸
川
秋
骨
人
物
肖
像
集
』

み
す
ず
書
房
、
平
陥
・
３

神
崎
清
「
透
谷
の
碑
」
に
つ
い
て
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１

巻
第
５
号
、
昭
９
．
５
．
１
）

；
北
村
透
谷
（
木
村
毅
監
修
『
日
本
人
名
辞
典
』
〈
小

辞
典
全
集
第
９
巻
〉
非
凡
閣
、
昭
９
．
川
・
朗
）

神
崎
清
透
谷
の
逸
詩
一
点
星
（
「
詩
精
神
」
第
２
巻
第
１

号
、
昭
蛆
・
１
．
１
）

島
大
和
「
文
学
界
」
よ
り
「
新
詩
社
」
へ
の
展
開
ｌ
新
体
詩

を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
立
命
館
文
学
」
第
２
巻
第
６
号
、
昭
岨
．

６
．
１
）

士
方
定
一
明
治
浪
漫
主
義
文
学
に
於
け
る
新
詩
社
の
位
置
（
同

右
）

大
植
四
郎
北
村
透
谷
（
大
植
四
郎
編
『
国
民
過
去
帳
』
大
植
四

郎
、
昭
蛆
・
岨
・
妬
）
昭
蛆
．
Ⅱ
に
東
京
美
術
か
ら
新
訂
版

（
『
明
治
過
去
帳
物
故
人
名
辞
典
」
）
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‐
北
村
透
谷
（
菊
池
寛
監
修
、
日
本
英
雄
伝
編
墓
所

「
日
本
英
雄
伝
」
第
３
巻
、
非
凡
閣
、
昭
Ⅱ
。
４
．
Ⅳ
）

武
藤
直
治
・
日
夏
歌
之
介
北
村
透
谷
（
藤
村
作
編
「
日
本
文
学

大
辞
典
』
第
２
巻
、
新
潮
社
、
昭
Ⅱ
・
６
．
別
）

平
田
禿
木
文
学
界
の
頃
（
「
帝
国
大
学
新
聞
」
昭
岨
・
２
．
８
）

本
間
久
雄
ゲ
ー
テ
と
日
本
ｌ
ゲ
ー
テ
百
年
祭
に
因
み
て
’
／
日

本
文
学
と
英
文
学
（
「
わ
が
鑑
賞
の
世
界
」
〈
学
芸
随
筆
第
７

巻
〉
東
宛
書
房
、
昭
岨
・
３
．
肥
）

風
巻
景
次
郎
北
村
透
谷
〈
明
治
大
正
詩
人
略
伝
〉
（
風
巻
景
次

郎
編
『
明
治
大
正
新
詩
選
』
白
帝
社
、
昭
岨
・
４
．
岨
）
「
ほ

た
る
」
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
「
隻
蝶
の
わ
か
れ
」
「
眠
れ
る
蝶
」
を

収
録

村
上
浜
吉
透
谷
〈
著
者
別
〉
（
『
明
治
文
学
書
目
』
村
上
文
庫
、

昭
岨
・
４
．
別
）
昭
別
・
７
に
飯
塚
書
房
、
昭
開
・
５
に
国
耆

刊
行
会
か
ら
復
刻
版

幻
石
川
巌
明
治
文
学
稀
書
解
題
（
「
日
本
古
書
通
信
」
第
舶
号
、

く
昭
岨
・
９
．
蛆
）
『
楚
囚
之
詩
』
『
蓬
莱
曲
』
を
含
む

熊
芹
沢
寛
「
文
学
界
」
の
人
々
（
『
文
学
の
道
』
ル
ミ
ノ
出
版
社
、

録
昭
咽
・
１
．
冊
）

湘
富
田
彬
北
村
透
谷
と
エ
マ
ス
ン
（
「
英
米
文
学
」
第
岨
号
、

散
昭
朋
・
５
・
妬
）
↓
『
米
英
文
学
と
日
本
文
学
』
續
文
堂
、
昭

参
羽
・
皿

谷透
Ｉ
［
尾
島
真
治
］
現
世
に
栄
を
望
む
な
〈
評
論
〉
（
「
基

鮒
督
知
識
」
第
Ⅲ
号
、
昭
蝸
・
９
．
９
）

ｊ

尾
島
真
治
北
村
透
谷
と
基
督
教
（
「
興
文
」
昭
蛆
・
Ⅱ
）

吉
野
季
吉
明
治
文
学
史
（
佐
藤
春
夫
・
宇
野
浩
二
編
「
近
代
日

本
文
学
研
究
明
治
文
学
作
家
論
』
上
巻
、
小
学
館
、
昭
昭
．

３
・
別
）

藤
原
喜
代
蔵
個
人
主
義
の
勃
興
（
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
教
育

思
想
学
説
人
物
史
』
第
２
巻
く
明
治
後
期
篇
〉
、
東
亜
政
経
社
、

昭
昭
。
４
．
Ⅲ
）
「
国
民
的
自
覚
よ
り
個
人
的
自
覚
へ
」
を
含

む
尾
島
真
治
巨
摩
嶽
麓
集
序
（
尾
島
真
治
・
斎
藤
潔
編
『
巨
摩
嶽

麓
集
国
学
者
桜
井
義
令
詠
草
』
信
頼
舎
、
昭
岨
・
３
．
８
）

【
昭
和
期
（
戦
後
）
】

荒
木
良
雄
「
硯
友
社
」
と
「
文
学
界
」
紅
葉
と
透
谷
（
『
現
代
文

学
の
眺
望
』
太
陽
文
庫
、
昭
肥
・
１
）

小
原
元
島
崎
藤
村
「
春
」
（
小
原
元
編
『
青
春
群
像
』
真
善

美
社
、
昭
路
・
５
）

長
谷
川
泉
日
本
近
代
文
学
史
素
描
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
船

巻
第
４
号
、
昭
別
・
４
）

笹
淵
友
一
近
代
日
本
文
学
と
基
督
教
（
山
宮
允
編
『
日
本
現
代

詩
大
系
』
第
１
巻
月
報
、
河
出
書
房
、
昭
妬
・
９
）

岡
一
男
浪
漫
主
義
の
時
代
ｌ
伝
統
詩
歌
の
革
新
と
近
代
詩
の

確
立
Ｉ
（
『
近
代
詩
歌
ｌ
展
望
と
評
釈
Ｉ
』
学
燈
社
、
昭
茄
。

９
）
「
北
村
透
谷
」
を
含
む
。
「
隻
蝶
の
わ
か
れ
」
を
収
録

本
間
久
雄
北
村
透
谷
ｌ
透
谷
と
バ
イ
ロ
ン
ー
（
『
明
治
文
学
作

家
論
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
朋
・
岨
）

坂
本
浩
浪
漫
主
義
思
潮
の
展
開
（
片
岡
良
一
編
『
近
代
日
本

文
学
の
思
潮
と
流
派
」
（
上
）
〈
近
代
日
本
文
学
講
座
３
〉
河
出
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書
房
、
昭
邪
・
岨
）

神
保
光
太
郎
解
説
（
神
保
光
太
郎
・
笹
沢
美
明
編
『
日
本
詩
人

全
集
』
第
１
巻
く
明
治
篇
１
〉
、
〈
創
元
文
庫
〉
創
元
社
、
昭
師
．

８
）
「
楚
囚
之
詩
」
「
ほ
た
る
」
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
「
隻
蝶
の
わ
か

れ
」
「
眠
れ
る
蝶
」
を
収
録

村
井
勇
吉
忘
れ
ら
れ
た
詩
人
の
悲
劇
ｌ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
。
Ｄ
・

グ
ラ
ッ
ペ
ー
（
「
人
文
論
究
」
第
３
巻
第
４
号
、
昭
師
・
岨
）

「
グ
ラ
ッ
ペ
と
透
谷
」
を
含
む

北
村
透
谷
（
戸
田
貞
一
編
「
新
編
人
名
事
典
』
国
民

図
書
刊
行
会
、
昭
肥
・
４
）

高
坂
正
顕
明
治
精
神
形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
明
治
二
十
年
代
の

精
神
革
命
と
北
村
透
谷
の
場
合
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
福
音
と
世
界
」

第
８
巻
第
蛆
号
、
昭
朋
・
川
）

伊
藤
整
東
京
専
門
学
校
の
創
立
／
透
谷
が
入
学
す
る
／
大
阪

事
件
と
北
村
透
谷
（
「
日
本
文
壇
史
』
１
〈
開
化
期
の
人
々
〉
、

講
談
社
、
昭
肥
・
皿
）
平
６
・
岨
に
講
談
社
文
芸
文
庫
版

片
桐
禎
子
浪
漫
主
義
と
「
文
学
界
」
（
「
ふ
じ
」
第
４
号
、
昭
訓
。

３
）

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
（
永
積
安
明
・
猪
野
謙
二
編
『
国
民
の

文
学
近
代
篇
』
御
茶
の
水
害
房
、
昭
帥
・
５
）

田
中
純
明
治
の
青
春
期
／
蘆
花
の
初
恋
（
「
文
壇
恋
愛
史
』

〈
一
時
間
文
庫
側
〉
新
潮
社
、
昭
帥
・
９
）
「
島
崎
藤
村
の
「
春
」
」

「
明
治
の
春
期
発
動
期
」
／
「
透
谷
に
恋
し
た
女
」
を
含
む

益
田
道
三
『
楚
囚
之
詩
」
と
弓
言
卑
尉
○
口
閏
ｇ
ｏ
冨
言
口

（
「
英
語
青
年
」
第
Ⅲ
巻
第
岨
号
、
昭
訓
・
岨
）

勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
（
平
凡
社
編
「
世
界
大
百
科
事
典
」
７
、

平
凡
社
、
昭
訓
・
４
）

Ｓ
・
Ｓ
［
佐
藤
善
也
］
あ
る
夜
の
想
い
（
「
桜
美
林
文
芸
」
第
７

号
、
昭
塊
・
６
）
コ
タ
観
」
の
現
代
語
訳
。
↓
北
村
透
谷
研

究
会
編
『
北
村
透
谷
と
は
何
か
」
笠
間
書
院
、
平
陥
・
５

編
集
部
年
譜
（
「
北
村
透
谷
全
集
」
第
１
巻
く
詩
歌
翻
訳
〉
、

宝
文
館
、
昭
塊
・
７
）

石
丸
久
詩
歌
詩
（
早
稲
田
大
学
七
十
五
周
年
記
念
出
版
委

員
会
編
『
日
本
の
近
代
文
芸
と
早
稲
田
大
学
』
早
稲
田
大
学
、

昭
塊
・
川
）
第
１
章
「
創
作
活
動
」
の
う
ち

川
副
国
基
評
論
自
然
主
義
時
代
ま
で
（
同
右
）
第
１
章
「
創

作
活
動
」
の
う
ち
。
↓
『
近
代
日
本
文
学
論
」
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
昭
剥
・
岨

高
坂
正
顕
『
文
学
界
』
と
女
性
の
自
覚
／
透
谷
に
お
け
る
挫
折

の
問
題
（
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
『
明
治
文
化
史
』
４

〈
思
想
・
言
論
篇
〉
、
洋
々
社
、
昭
銘
・
３
）
↓
「
高
坂
正
顕
著

作
集
』
第
７
巻
、
理
想
社
、
昭
“
・
２
。
『
良
心
と
至
誠
の
精

神
史
」
燈
影
舎
、
平
Ⅱ
。
Ⅱ

北
村
透
谷
／
文
学
界
（
片
岡
良
一
編
『
岩
波
小
辞
典

日
本
文
学
ｌ
近
代
ｌ
』
岩
波
書
店
、
昭
銘
・
６
）

伊
藤
整
新
し
い
作
家
と
詩
人
た
ち
（
「
近
代
日
本
の
文
学
史
』

〈
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス
〉
光
文
社
、
昭
認
・
９
）
「
「
文
学
界
」

の
人
び
と
」
を
含
む

木
村
毅
エ
マ
ァ
ソ
ン
の
感
化
（
『
日
米
文
学
交
流
史
の
研
究
』

講
談
社
、
昭
弱
・
５
）
「
北
村
透
谷
」
を
含
む
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橋
本
義
夫
透
谷
を
憶
う
集
い
（
「
多
摩
文
化
」
第
５
号
、
昭
弱
。

７
）

坂
本
浩
「
『
伽
羅
枕
』
及
び
『
新
葉
末
集
』
」
（
『
学
習
本
位
の

文
芸
評
論
』
学
燈
社
、
昭
冊
・
８
）
「
「
伽
羅
枕
」
及
び
「
新
葉

末
集
」
（
抄
）
」
を
収
録

藤
井
信
男
人
と
こ
と
ば
ｌ
北
村
透
谷
と
「
情
熱
」
Ｉ
（
「
実
践

国
語
教
育
」
第
朋
巻
第
捌
号
、
昭
船
・
岨
）

中
村
光
夫
評
論
の
時
代
ｌ
北
村
透
谷
を
中
心
に
ｌ
／
『
文
学
界
』

（
『
明
治
文
学
史
』
〈
筑
摩
叢
書
９
〉
筑
摩
書
房
、
昭
銘
・
８
）

第
２
章
「
明
治
中
期
」
の
う
ち
。
↓
『
中
村
光
夫
全
集
』
第
Ⅱ

巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
咄
・
３

関
良
一
作
家
・
作
品
解
説
（
『
近
代
詩
』
〈
近
代
文
学
注
釈
大

系
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
洲
・
９
）
「
蓬
莱
曲
（
抄
）
」
「
眠
れ
る

蝶
」
を
収
録
。
頭
注
、
補
注
を
付
す

川
合
道
雄
『
文
学
界
』
時
代
の
基
督
教
と
基
督
者
の
実
態
（
「
風

⑳
雪
」
第
１
集
、
昭
銘
・
岨
）
↓
『
山
月
子
回
顧
ノ
ー
ト
ー
近
代

く
の
文
人
・
思
想
家
た
ち
ｌ
』
基
督
心
宗
教
団
事
務
局
出
版
部
、

瀧
昭
仙
・
７

録
中
島
洋
一
北
村
透
谷
論
（
「
基
督
教
文
化
学
会
年
報
」
恥
Ⅱ

棚
〈
現
代
思
想
と
基
督
教
〉
、
昭
胡
・
１
）
〈
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ

文
ツ
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
文
芸
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
ｌ

考参
明
治
時
代
ｌ
」
〉

蹄
武
田
寅
雄
近
代
作
家
と
キ
リ
ス
ト
教
（
同
右
）

肘
木
村
鈴
吉
ほ
か
著
『
蓬
莱
曲
』
〈
北
村
透
谷
残
後
七
十
周
年
記
念

１

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
（
出
版
者
不
明
、
昭
羽
・
６
）
東
京
俳
優

座
劇
場
（
昭
胡
・
６
．
２
～
８
）
、
湯
河
原
観
光
会
館
（
昭
羽
。

６
．
ｍ
）
で
上
演

村
上
一
郎
北
村
透
谷
（
『
世
界
の
思
想
家
た
ち
１
人
と
名
言
ｌ
」

〈
現
代
教
養
文
庫
刑
〉
社
会
思
想
社
、
昭
姐
・
３
）

伊
東
一
夫
明
治
二
十
年
代
の
文
学
者
に
お
け
る
自
然
観
の
展
開

ｌ
藤
村
・
湖
処
子
・
四
迷
・
透
谷
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
白
山

哲
学
」
第
４
号
、
昭
姐
・
６
）

小
田
切
進
「
文
学
界
」
（
小
田
切
進
・
平
山
城
児
『
指
向
と
研
究

日
本
文
学
史
』
三
省
堂
、
昭
蛇
・
５
）
第
Ｖ
章
「
近
代
文
学
の

確
立
と
発
展
ｌ
近
代
」
の
う
ち

Ｉ
昭
和
五
年
に
三
十
銭
い
ま
八
十
万
円
の
本
「
楚
囚

之
詩
」
を
売
っ
た
人
と
買
っ
た
人
〈
古
書
の
話
題
〉
（
「
山
陽
新

聞
」
昭
蛇
・
７
．
４
朝
刊
）
〈
新
聞
記
事
〉

Ｉ
書
庫
に
ね
む
っ
て
い
た
逸
品
ｌ
北
村
透
谷
の
「
楚
囚

マ
マの

詩
」
出
雲
の
成
瀬
さ
ん
、
三
部
を
発
見
（
「
島
根
新
聞
」
昭

蛇
・
８
．
Ⅳ
）
〈
新
聞
記
事
〉

松
永
伍
一
北
村
透
谷
の
農
民
観
（
『
日
本
農
民
詩
史
」
上
巻
、

法
政
大
学
出
版
局
、
昭
物
。
Ⅷ
）

多
田
道
太
郎
解
説
（
多
田
道
太
郎
編
『
愛
あ
る
と
こ
ろ
ｌ
恋
愛

と
人
生
』
〈
青
春
の
記
録
７
〉
三
一
書
房
、
昭
蛆
・
３
）
「
石
坂

ミ
ナ
ヘ
の
手
紙
」
を
収
録

小
玉
晃
一
エ
マ
ソ
ン
と
明
治
、
大
正
の
文
人
た
ち
〈
英
米
作
家

の
日
本
へ
の
影
響
Ⅱ
〉
（
「
英
語
研
究
」
第
研
巻
第
６
号
、
昭
偲
。

６
）
↓
『
比
較
文
学
ノ
ー
ト
』
笠
間
書
院
、
昭
別
・
１

相
馬
庸
郎
近
代
文
学
者
と
「
故
郷
」
意
識
（
「
日
本
文
学
」
第
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Ⅳ
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
娚
・
皿
）

藤
井
松
一
戦
争
観
と
平
和
観
（
古
田
光
ほ
か
編
『
近
代
日
本
社

会
思
想
史
Ｉ
』
〈
近
代
日
本
思
想
史
大
系
１
〉
有
斐
閣
、
昭
媚
・

皿
）
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
平
和
思
想
」
（
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お

け
る
〈
戦
争
と
平
和
〉
」
の
う
ち
）
を
含
む

笹
淵
友
一
浪
漫
主
義
の
成
立
と
展
開
（
全
国
大
学
国
語
国
文
学

会
監
修
『
講
座
日
本
文
学
』
９
〈
近
代
編
Ｉ
〉
、
三
省
堂
、
昭

“
・
４
）

重
松
泰
雄
近
代
批
評
の
萌
芽
（
同
右
）
「
透
谷
の
評
論
」
を
含

む
壺
井
繁
治
近
代
詩
の
誕
生
と
終
焉
（
伊
藤
信
吉
ほ
か
編
『
詩
と

は
何
か
』
〈
現
代
詩
鑑
賞
講
座
１
〉
角
川
書
店
、
昭
“
・
４
）

「
透
谷
と
藤
村
」
を
含
む
。
↓
『
壼
井
繁
治
全
集
」
別
巻
、
青

磁
社
、
平
１
．
８

＊
手
塚
竜
麿
明
治
女
学
校
で
教
え
た
人
び
と
（
「
巌
本
」
第
別
・

妬
、
船
・
師
号
、
昭
“
・
９
、
岨
）

中
村
光
夫
出
会
い
ｌ
岩
野
泡
鳴
の
手
記
ｌ
（
「
波
」
第
３
巻
第

３
号
、
昭
必
・
９
）
創
作

中
村
博
保
修
辞
文
の
世
界
と
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
形
成
（
早
大

俳
譜
研
究
会
編
『
近
世
文
学
論
叢
」
〈
中
村
俊
定
先
生
古
希
記

念
〉
桜
楓
社
、
昭
妬
・
４
）
「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
」

「
松
島
に
於
て
芭
蕉
翁
を
読
む
」
を
取
り
上
げ
る

佐
渡
谷
重
信
日
本
に
お
け
る
ラ
ル
フ
。
Ｗ
・
エ
マ
ソ
ン
（
一
）

（
「
西
南
学
院
大
学
英
語
英
文
学
論
集
」
第
Ⅲ
巻
第
１
号
、
昭
妬
。

７
）
「
北
村
透
谷
」
を
含
む
。
（
二
）
は
第
岨
巻
第
２
号
（
昭
囎
。

岨
）
、
（
三
）
は
第
岨
巻
第
３
号
（
昭
岬
・
３
）

畑
有
三
近
代
文
学
の
黎
明
（
「
国
文
学
」
第
焔
巻
第
略
号
、

昭
妬
・
岨
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
日
本
文
学
の
歴
史
〉
）

田
畑
忍
詩
人
・
北
村
透
谷
の
平
和
運
動
と
平
和
思
想
（
『
日

本
の
平
和
思
想
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
平
和
思
想
家
た
ち
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
岬
・
４
）

Ｉ
日
本
文
壇
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
裏
面
史
新
聞
・
追
悼
号

に
み
る
〃
作
家
の
死
″
〈
作
家
の
死
〉
（
「
新
評
別
冊
」
第
５
巻

第
３
号
、
昭
岬
・
８
）
「
北
村
透
谷
氏
神
経
病
の
は
て
の
縊
死
」

（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
〃
・
５
．
Ⅳ
）
を
収
録

志
村
士
郎
泰
明
小
学
校
（
『
東
京
文
学
百
景
』
有
峰
書
店
、
昭

岬
・
９
）

加
藤
忠
彦
北
村
透
谷
著
「
エ
マ
ル
ソ
ン
」
考
察
ｌ
明
治
の
近
代

化
Ｉ
（
「
人
文
科
学
年
報
」
第
３
号
、
昭
囎
・
３
）

北
村
透
谷
（
フ
ラ
ン
ク
．
Ｂ
・
ギ
ブ
’
－
１
編
『
ブ
リ

タ
’
一
カ
国
際
大
百
科
事
典
小
項
目
事
典
」
２
、
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・

ブ
タ
ニ
カ
、
昭
咄
・
６
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
（
相
賀
徹
夫
編
『
万
有
百
科
事
典
』
１

〈
文
学
〉
、
小
学
館
、
昭
囎
・
８
）

佐
藤
泰
正
現
代
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
（
「
基
督
教
文
化
学

会
年
報
」
恥
岨
〈
現
代
と
キ
リ
ス
ト
教
〉
、
昭
咄
・
川
）

中
嶋
美
鈴
回
想
父
福
田
正
夫
ｌ
北
村
透
谷
記
念
碑
設
立
に
つ

い
て
Ｉ
（
「
焔
」
第
〃
号
、
昭
咄
・
加
）

剣
持
武
彦
劇
詩
と
叙
事
詩
（
村
野
四
郎
ほ
か
編
『
講
座
日
本
現

代
詩
史
』
１
〈
明
治
期
〉
、
右
文
書
院
、
昭
咄
・
岨
）
「
劇
詩
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『
蓬
莱
曲
』
の
問
題
」
を
含
む

杉
本
邦
子
文
学
界
〈
明
治
詩
誌
解
題
〉
（
同
右
）
↓
「
明
治
の

文
芸
雑
誌
ｌ
そ
の
軌
跡
を
辿
る
ｌ
」
明
治
書
院
、
平
Ⅱ
・
２

室
伏
勇
北
村
透
谷
の
水
戸
来
訪
（
室
伏
勇
著
、
茨
城
新
聞
社

編
『
文
学
の
ふ
る
さ
と
』
〈
茨
城
の
こ
こ
ろ
〉
昭
和
書
院
、
昭

囎
・
１
）

後
藤
卓
三
近
代
文
学
の
出
発
点
（
同
右
）

森
山
光
章
《
詩
》
的
作
品
に
お
け
る
意
味
作
用
機
制
の
一
般
Ⅱ

特
殊
論
的
研
究
の
た
め
の
試
論
（
１
）
ｌ
北
村
透
谷
「
隻
蝶
の

わ
か
れ
」
を
分
析
対
象
に
し
て
Ｉ
（
「
帝
京
国
文
」
第
５
号
、

昭
別
・
１
）

川
崎
敏
北
村
透
谷
の
『
富
嶽
の
詩
神
を
思
ふ
』
（
「
富
士
箱
根
』

木
耳
社
、
昭
別
・
２
）

佐
藤
善
也
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
近
代
文
学
（
紅
野
敏
郎
ほ
か

編
『
現
代
文
学
講
座
』
１
〈
明
治
の
文
学
Ｉ
〉
、
〈
解
釈
と
鑑
賞

⑳
別
冊
〉
至
文
堂
、
昭
別
・
２
）

く
松
本
健
一
北
村
透
谷
と
ラ
ス
コ
ー
リ
’
一
コ
フ
（
「
ド
ス
ト
ェ
フ

龍
ス
キ
イ
と
日
本
人
」
〈
朝
日
選
耆
師
〉
朝
日
新
聞
社
、
昭
帥
。

録
５
）

棚
鮎
川
信
夫
・
吉
本
隆
明
・
大
岡
信
〈
討
議
〉
明
治
期
の
詩
の

散
諸
問
題
透
谷
、
藤
村
か
ら
有
明
ま
で
〈
近
代
詩
再
検
討
Ⅱ
〉

参
（
「
現
代
詩
手
帖
」
第
肥
巻
第
９
号
、
昭
別
・
９
）

剛
越
智
治
雄
近
代
文
学
の
黎
明
（
越
智
治
雄
ほ
か
著
「
日
本
の
近

耐
代
文
学
明
治
・
大
正
期
」
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
叢
書
稲
〉
日

１

本
放
送
出
版
協
会
、
昭
別
・
２
）
「
『
蓬
莱
曲
』
の
世
界
像
」
を

含
む

植
田
康
夫
北
村
透
谷
ｌ
「
我
事
終
れ
り
」
と
：
．
…
（
「
病
め
る

デ
イ
ス
ト
ピ
ア

昭
和
文
壇
史
ｌ
自
殺
作
家
に
見
る
暗
黒
世
界
』
エ
ル
ム
、
昭
別
。

５
）

水
谷
昭
夫
愛
の
問
題
ｌ
近
代
口
本
文
芸
に
お
け
る
「
愛
」
の
視

点
Ｉ
（
「
基
督
教
文
化
学
会
年
報
」
恥
別
・
〃
〈
文
学
に
み
る

日
本
人
の
人
間
理
解
〉
、
昭
別
・
７
）

笹
淵
友
一
日
本
文
学
に
お
け
る
自
然
と
人
間
１
本
居
宣
長
と
北

村
透
谷
を
中
心
に
Ｉ
（
同
右
）

原
島
正
日
本
教
会
史
ｌ
透
谷
・
鑑
三
の
場
合
Ｉ
（
「
日
本
の

神
学
」
蛆
、
昭
別
・
Ⅷ
）

千
谷
七
郎
芸
術
家
と
狂
気
（
「
正
論
」
第
師
号
、
昭
馳
・
２
）

目
次
副
題
は
「
ゴ
ッ
ホ
・
漱
石
・
龍
之
介
・
透
谷
」

飛
鳥
井
雅
道
近
代
の
相
克
（
川
崎
庸
之
・
奈
良
本
辰
也
編
「
日

本
文
化
史
』
（
２
）
〈
近
世
・
近
代
〉
、
〈
有
斐
閣
新
書
〉
有
斐
閣
、

昭
馳
・
９
）
「
透
谷
の
位
置
」
を
含
む

坂
上
博
一
明
治
二
十
年
代
の
文
学
（
『
近
代
日
本
文
学
の
歴
史
』

桜
楓
社
、
昭
団
・
９
）
「
「
文
学
界
」
の
創
刊
」
「
北
村
透
谷
の

活
躍
」
「
「
文
学
界
」
の
変
質
」
を
含
む

川
北
村
透
谷
（
朝
倉
治
彦
・
井
門
寛
編
『
文
学
碑
辞
典
』

東
京
堂
出
版
、
昭
馳
・
９
）

平
岡
敏
夫
人
生
相
渉
論
争
（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代

文
学
大
事
典
』
第
４
巻
く
事
項
〉
、
講
談
社
、
昭
舵
。
Ⅱ
）

奥
野
健
男
文
学
者
の
自
殺
（
同
右
）

石
丸
久
「
三
籟
」
（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
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事
典
』
第
５
巻
く
新
聞
・
雑
誌
〉
、
講
談
社
、
昭
団
。
Ⅲ
）

槇
林
滉
二
「
評
論
」
（
同
右
）

笹
淵
友
一
「
文
学
界
」
／
「
平
和
」
（
同
右
）

隅
谷
三
喜
男
キ
リ
ス
ト
教
と
平
和
思
想
ｌ
明
治
期
に
お
け
る
そ

の
展
開
（
「
平
和
研
究
」
第
３
号
、
昭
開
・
５
）
↓
『
日
本
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
論
」
新
教
出
版
社
、
昭
兇
・
９

北
川
透
透
谷
と
現
代
作
品
「
塵
と
登
高
」
を
媒
介
に
し
て

（
御
沢
昌
弘
・
岡
井
隆
・
北
川
透
著
「
空
の
空
な
る
斜
面
現

代
の
詩
と
思
想
十
講
演
記
録
集
』
〈
北
川
透
に
よ
る
北
村
透
谷

試
論
・
全
三
巻
完
結
記
念
〉
幻
原
社
、
昭
囲
・
９
）

鈴
木
亨
「
楚
囚
之
詩
」
と
『
蓬
莱
曲
』
ｌ
透
谷
の
劇
詩
（
分

銅
惇
作
・
吉
田
熈
生
編
「
近
代
詩
物
語
明
治
・
大
正
の
詩
的

遺
産
を
展
望
す
る
』
〈
有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
〉
有
斐
閣
、
昭
開
・

川
）

三
好
行
雄
明
治
の
青
春
ｌ
「
文
学
界
」
の
人
び
と
（
同
右
）

馬
塲
伸
也
園
冨
白
口
国
弓
○
百
百
“
国
尉
勺
巨
鬮
昌
計
呉
軍
用
‐

号
昌
凹
巨
三
目
匡
勺
３
８
（
馬
場
伸
也
、
Ｊ
・
Ｆ
・
ハ
ウ
ズ

編
弓
ｍ
ｏ
屋
の
日
冒
岳
冨
ご
自
冨
○
言
重
田
ロ
四
昌
啓
９
画
‐

昌
冒
早
呂
三
○
こ
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
囲
）
国
会
図
書
館

本
の
受
付
印
は
昭
囲
・
８
．
９

佐
々
木
雅
発
「
春
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
青
春
と
死
Ｉ
（
「
国
文
学
研

究
」
第
船
集
、
昭
別
・
６
）
↓
『
島
崎
藤
村
Ｉ
『
春
』
前
後
ｌ
」

審
美
社
、
平
９
．
５

槇
林
滉
二
北
村
透
谷
〔
人
と
文
学
／
主
要
作
品
解
説
／
「
国
民

と
思
想
」
評
価
の
変
遷
／
主
要
参
考
文
献
〕
（
長
谷
川
泉
ほ
か

編
『
資
料
に
よ
る
近
代
日
本
文
学
』
明
治
書
院
、
昭
別
・
７
）

山
口
修
明
治
の
文
人
と
作
品
（
神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集

室
編
『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
４
〈
近
代
・
現
代
（
１
）
〉
、
神

奈
川
県
、
昭
開
・
３
）
「
北
村
透
谷
と
小
田
原
」
を
含
む

佐
々
木
雅
発
「
春
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
作
品
世
界
の
崩
壊
Ｉ
（
「
文

学
年
誌
」
第
５
号
、
昭
弱
・
７
）
↓
『
島
崎
藤
村
ｌ
「
春
」
前

後
ｌ
」
審
美
社
、
平
９
．
５

小
松
伸
六
生
の
廃
嫡
者
ｌ
明
治
・
大
正
の
自
殺
作
家
Ｉ
（
『
美

を
見
し
人
は
ｌ
自
殺
作
家
の
系
譜
ｌ
』
講
談
社
、
昭
朋
・
２
）

勝
本
清
一
郎
北
村
透
谷
（
下
中
邦
彦
編
「
世
界
大
百
科
事
典
』

７
、
平
凡
社
、
昭
弱
・
４
）

渋
沢
輝
二
郎
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
夫
妻
ｌ
日
清
戦
争
と
非
戦
運
動

（
『
海
舟
と
ホ
イ
ッ
ト
’
一
－
１
あ
る
外
国
人
宣
教
師
の
記
録
』
テ

ィ
ビ
ー
ェ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
昭
朋
・
４
）
「
平
和
論
者
の
先

駆
・
北
村
透
谷
」
を
含
む

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
『
楚
囚
之
詩
」
／
北
村
透
谷
『
蓬
莱
曲
」

（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
名
著
事
典
』
日
本
近

代
文
学
館
、
昭
研
・
５
）

佐
藤
善
也
厭
世
詩
家
と
女
性
／
蓬
莱
曲
（
平
凡
社
教
育
産
業
セ

ン
タ
ー
編
「
日
本
文
学
事
典
』
平
凡
社
、
昭
師
・
９
）

Ｉ
北
村
透
谷
（
神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室
編
「
神

奈
川
県
史
』
別
編
１
〈
人
物
〉
、
神
奈
川
県
、
昭
朋
・
３
）

生
田
武
穗
透
谷
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
『
生
命
の
打
出
小

槌
』
生
田
武
穗
、
［
昭
船
・
５
］
）

＊
藤
一
也
北
村
透
谷
（
「
現
代
詩
研
究
」
第
岨
、
焔
、
別
、
〃
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号
、
昭
弱
・
２
，
８
、
船
・
８
、
平
１
．
３
）

！
明
治
の
暗
黒
純
文
学
（
「
幻
想
文
学
」
第
肥
号
、
昭

舵
・
５
）
〈
特
集
魔
界
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
日
本
幻
想
文
学
誌
１

明
治
篇
〉
「
宿
魂
鏡
」
の
解
説
を
含
む

川
村
湊
蓬
莱
と
魔
界
ｌ
明
治
文
学
の
神
仙
世
界
（
同
右
）

中
村
雄
二
郎
西
田
幾
多
郎
と
小
林
秀
雄
ｌ
日
本
近
代
の
〈
経
験
〉

と
〈
自
己
〉
（
『
西
田
哲
学
の
脱
構
築
』
岩
波
書
店
、
昭
舵
・
９
）

「
北
村
透
谷
と
西
田
」
を
含
む

Ｉ
北
村
透
谷
（
教
育
社
編
『
新
訂
日
本
重
要
人
物
事

辞
典
』
教
育
社
、
昭
㈹
・
岨
）

【
平
成
期
】

笠
原
伸
夫
北
村
透
谷
と
馬
琴
（
『
文
明
開
化
の
光
と
影
」
〈
叢
刊
・

日
本
の
文
学
３
〉
新
典
社
、
平
１
．
５
）

高
橋
渡
北
村
透
谷
〔
略
年
譜
／
作
品
解
説
／
生
涯
と
文
学
／

文
学
入
門
・
研
究
入
門
〕
（
山
田
有
策
編
『
近
代
日
本
の
詩
歌
』

幻
学
術
図
書
出
版
社
、
平
２
．
４
）
「
隻
蝶
の
わ
か
れ
」
を
収
録

く
竹
田
日
出
夫
北
村
透
谷
〔
作
品
解
説
（
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」

龍
「
内
部
生
命
論
」
）
、
生
涯
と
文
学
、
文
学
入
門
・
研
究
入
門
ほ

録
か
〕
（
山
田
有
策
編
『
近
代
文
学
」
Ｉ
、
学
術
図
書
出
版
社
、

湘
平
２
．
４
）

散
巌
谷
大
四
北
村
透
谷
（
『
か
ま
く
ら
文
壇
史
ｌ
近
代
文
学
を
極

参
め
た
文
士
群
像
ｌ
』
か
ま
く
ら
春
秋
社
、
平
２
．
５
）

跡
佐
川
章
北
村
透
谷
（
『
作
家
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
辞
典
』
創
拓
社
、

附
平
２
．
Ⅱ
）

ｊ

横
山
吉
男
泰
明
小
学
校
（
藤
村
・
透
谷
在
学
記
念
碑
）
（
『
東
海

道
を
歩
く
ｌ
東
京
の
史
跡
散
策
案
内
ｌ
』
〈
街
道
シ
リ
ー
ズ
ー
〉

東
京
新
聞
出
版
局
、
平
２
．
Ⅱ
）
目
次
タ
イ
ト
ル
に
よ
る

加
倉
井
東
若
さ
に
つ
い
て
ｌ
『
藤
村
詩
集
』
序
と
透
谷
・
梅
花
・

鴎
外
Ｉ
（
「
茨
高
紀
要
」
第
Ⅲ
号
、
平
３
．
１
）

三
浦
雅
士
「
青
春
の
研
究
」
序
説
（
「
へ
る
め
す
」
第
邪
号
、
平

４
．
３
）
↓
『
批
評
と
い
う
鯵
』
岩
波
書
店
、
平
過
・
９

内
田
四
方
蔵
北
村
透
谷
（
小
柴
俊
雄
・
内
田
四
方
蔵
編
『
ョ
コ

ハ
マ
文
学
散
歩
』
第
胡
回
〈
西
湘
・
小
田
原
に
近
代
文
学
を
探

る
〉
、
横
浜
文
芸
懇
話
会
・
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
平
４
．
５
）

木
股
知
史
北
村
透
谷
の
自
殺
（
「
国
文
学
」
第
胡
巻
第
６
号
、

平
５
．
５
、
臨
時
増
刊
〈
明
治
・
大
正
・
昭
和
風
俗
文
化
史
〉
）

「
一
八
九
四
年
（
明
治
〃
）
」
の
う
ち

藤
一
也
藤
村
と
透
谷
と
一
関
（
及
川
和
男
ほ
か
編
『
島
崎
藤

村
と
一
関
」
〈
島
崎
藤
村
一
関
曽
遊
百
年
・
没
後
五
十
年
記
念
〉

文
学
の
蔵
設
立
委
員
会
、
平
５
．
岨
）

佐
々
木
邦
島
崎
藤
村
の
一
関
来
遊
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
小
説
『
春
」

を
中
心
に
Ｉ
（
同
右
）

度
會
好
一
明
治
の
恋
文
（
『
ラ
ヴ
・
レ
タ
ー
性
愛
と
結
婚
の

文
化
を
読
む
』
南
雲
堂
、
平
６
．
８
）

山
脇
文
子
百
年
前
の
挫
折
者
北
村
透
谷
が
清
貧
の
時
代
に
還

っ
て
き
た
く
シ
固
罰
シ
リ
ポ
ー
ト
・
文
学
〉
（
「
シ
固
罰
シ
」
第
７

巻
第
訓
号
、
平
６
．
８
．
１
）

栗
原
九
十
郎
透
谷
と
谷
口
先
生
、
そ
し
て
美
那
夫
人
（
「
公
評
」

第
訓
巻
第
８
号
、
平
６
．
９
）

沢
英
彦
漱
石
と
同
時
代
の
「
道
義
」
意
識
１
兆
民
・
透
谷
．

-211-



西
田
幾
多
郎
と
漱
石
（
『
漱
石
文
学
の
愛
の
構
造
」
沖
積
舎
、

平
６
．
Ⅱ
）

三
浦
仁
有
明
の
周
辺
詩
語
・
詩
想
の
継
承
（
七
）
付
透

谷
と
鉄
幹
・
晩
翠
・
『
杼
情
詩
』
（
「
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学

紀
要
」
第
邪
号
、
平
７
．
３
）
↓
『
詩
の
継
承
『
新
体
詩
抄
』

か
ら
朔
太
郎
ま
で
』
お
う
ふ
う
、
平
加
。
Ⅱ

小
山
文
雄
「
詩
人
」
と
「
教
師
」
ｌ
透
谷
に
よ
せ
て
ｌ
〈
ね
ざ

す
談
義
（
６
）
〉
（
「
ね
ざ
す
」
肌
咀
、
平
７
．
４
）

谷
沢
永
一
『
透
谷
全
集
』
書
き
入
れ
（
『
近
代
評
論
の
構
造
」

〈
日
本
近
代
文
学
研
叢
〉
和
泉
書
院
、
平
７
．
７
）
↓
『
文
豪

た
ち
の
大
喧
嘩
ｌ
鴎
外
・
道
遥
・
樗
牛
』
新
潮
社
、
平
妬
・
５

胄
木
健
北
村
透
谷
（
「
ポ
ェ
ム
ー
名
詩
へ
の
招
待
ｌ
』
電
通
、

平
７
．
９
）

安
宅
夏
夫
作
品
解
説
（
大
河
内
昭
爾
編
『
ふ
る
さ
と
文
学
館
』

第
陥
巻
く
東
京
Ⅲ
〉
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
平
７
．
９
）
「
三
日
幻
境
」

を
収
録

谷
沢
永
一
進
歩
的
文
化
人
の
系
譜
佐
藤
信
淵
と
北
村
透
谷
が

創
始
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
病
い
（
「
く
○
宮
」
第
川
号
、
平

７
．
９
）

色
川
大
吉
著
者
に
よ
る
解
説
（
「
新
編
明
治
精
神
史
」
〈
色
川
大

吉
著
作
集
第
１
巻
〉
筑
摩
書
房
、
平
７
．
Ⅲ
）

佐
々
木
邦
島
崎
藤
村
の
一
関
来
遊
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
『
春
』
を
中

心
に
し
て
Ｉ
（
『
文
彦
啄
木
藤
村
』
北
上
書
房
、
平
８
．
１
）

小
長
井
晃
子
『
女
学
雑
誌
」
に
み
る
〈
恋
愛
〉
観
の
一
面
ｌ
巌

本
善
治
と
青
柳
有
美
を
中
心
に
Ｉ
（
「
国
文
目
白
」
第
開
号
、

平
８
．
２
）
「
北
村
透
谷
の
〈
恋
愛
〉
観
」
を
含
む

渥
美
饒
兒
「
恋
愛
は
人
生
の
秘
鑪
な
り
…
」
北
村
透
谷
に
見

る
明
治
の
恋
愛
観
（
「
中
日
新
聞
」
平
８
．
４
．
４
夕
刊
）

松
本
三
之
介
「
天
下
国
家
」
か
ら
「
生
活
」
へ
の
視
座
の
転
換

（
『
明
治
思
想
史
ｌ
近
代
国
家
の
創
設
か
ら
個
の
覚
醒
ま
で
ｌ
』

〈
ロ
ン
ド
叢
書
５
〉
新
曜
社
、
平
８
．
５
）

川
村
邦
光
透
谷
、
処
女
を
論
ず
（
『
セ
ク
シ
ユ
ァ
リ
テ
ィ
の
近

代
』
〈
講
談
社
選
書
メ
チ
ェ
別
〉
講
談
社
、
平
８
．
９
）

峰
島
旭
雄
社
会
思
想
と
恋
愛
と
宗
教
〈
北
村
透
谷
〉
（
峰
島
旭

雄
編
著
『
近
代
日
本
思
想
史
の
群
像
ｌ
早
稲
田
と
そ
の
周
辺
ｌ
』

北
樹
出
版
、
平
９
．
６
）

Ｉ
北
村
透
谷
（
岩
井
寛
編
『
作
家
の
臨
終
・
墓
碑
事
典
」

東
京
堂
出
版
、
平
９
．
６
）

＊
野
口
孝
一
文
芸
雑
誌
『
文
学
界
』
の
作
家
た
ち
〈
区
内
散
歩
〉

（
「
区
の
お
知
ら
せ
中
央
」
〔
東
京
都
中
央
区
〕
恥
淵
、
冊
、

剛
、
平
９
．
９
．
咽
、
皿
・
咽
、
皿
・
咽
）

Ｉ
北
村
透
谷
（
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
角
川
新
版
日
本

史
辞
典
』
角
川
書
店
、
平
９
．
９
）

内
田
四
方
蔵
戸
部
・
野
毛
の
詩
人
た
ち
（
横
浜
文
芸
懇
話
会
編

『
ョ
コ
ハ
マ
文
学
散
歩
」
第
“
回
〈
神
奈
川
元
袖
ヶ
浦
の
丘
に

文
学
を
訪
ね
て
〉
、
横
浜
文
芸
懇
話
会
、
平
９
．
ｍ
）
「
北
村
透

谷
」
を
含
む

石
原
武
近
代
詩
の
成
立
と
英
詩
ｌ
バ
イ
ロ
ン
の
受
容
を
中
心

に
Ｉ
（
阿
毛
久
芳
ほ
か
編
『
日
本
現
代
詩
研
究
論
集
』
日
本
現

代
詩
研
究
者
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
平
岨
・
３
）
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橋
浦
洋
志
「
蓬
莱
曲
」
の
〈
た
ま
〉
ｌ
〈
詩
人
〉
の
在
処
ｌ

（
同
右
）

橋
浦
洋
志
北
村
透
谷
の
〈
優
美
〉
（
橋
浦
兵
一
編
著
『
こ
と
ば

と
の
避
遁
』
開
文
社
出
版
、
平
加
・
４
）

和
氣
久
明
崩
○
日
四
三
甘
尉
冒
四
昌
卑
用
号
冒
旦
弓
言
口
答
言

罰
巴
で
ず
雪
巴
号
国
日
閏
８
口
目
震
冨
冒
巨
国
自
民
烏
屋

（
「
北
海
道
ア
メ
リ
カ
文
学
」
第
胆
号
、
平
Ⅱ
・
３
）

Ｉ
北
村
透
谷
（
石
上
英
一
ほ
か
編
『
岩
波
日
本
史
辞

典
』
岩
波
書
店
、
平
Ⅲ
・
岨
）

上
田
博
『
東
西
南
北
』
の
可
能
性
（
「
与
謝
野
寛
・
晶
子
心

の
遠
景
』
嵯
峨
野
書
院
、
平
岨
・
９
）
「
北
村
透
谷
が
見
え
る
」

「
人
生
に
相
渉
る
と
は
」
を
含
む

福
田
美
鈴
小
澤
勝
美
『
透
谷
・
漱
石
・
独
立
の
精
神
』
を
読
む

〈
書
評
〉
（
「
神
静
民
報
」
平
過
・
４
．
Ｍ
）
↓
《
文
苑
西
さ
が

み
》
制
作
委
員
会
編
『
文
苑
西
さ
が
み
《
神
静
文
芸
》
２
０
０

う
１
年
作
品
集
』
神
静
民
報
社
、
平
蛆
・
岨

２く
永
渕
朋
枝
透
谷
の
読
者
ｌ
藤
村
『
春
』
が
出
る
ま
で
Ｉ
（
京
都

繩
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
近
世
文
学
・
近
代
文

録
学
論
集
』
〈
日
野
龍
夫
教
授
退
官
記
念
〉
中
央
図
書
出
版
社
、

棚
平
胴
・
３
）

散
小
谷
野
敦
解
説
〔
北
村
透
谷
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
抄
／
北
村

参
透
谷
「
粋
を
論
じ
て
「
伽
羅
枕
」
に
及
ぶ
」
抄
〕
（
小
谷
野
敦

瑚
編
『
恋
愛
論
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
井
上
章
一
ま

肘
で
」
〈
中
公
文
庫
〉
中
央
公
論
新
社
、
平
胆
・
Ⅲ
）

Ｊ

村
瀬
裕
也
近
代
の
開
始
と
平
和
思
想
（
『
東
洋
の
平
和
思
想
』

青
木
書
店
、
平
胴
。
Ⅱ
）

籠
谷
典
子
北
村
透
谷
終
焉
の
地
（
籠
谷
典
子
編
著
「
東
京
一
○

○
○
○
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
文
学
と
歴
史
を
巡
る
』
恥
８
〈
港

区
芝
公
園
・
飯
倉
コ
ー
ス
〉
、
真
珠
書
院
、
平
陥
・
６
）

下
山
嬢
子
『
文
学
界
』
と
仲
間
達
（
「
島
崎
藤
村
１
人
と
文
学
』

〈
日
本
の
作
家
川
人
〉
勉
誠
出
版
、
平
陥
・
蛆
）

佐
藤
毅
小
島
烏
水
の
北
村
透
谷
受
容
ｌ
理
想
主
義
文
学
の
一

変
形
Ｉ
（
「
江
戸
川
短
期
大
学
紀
要
」
第
別
号
、
平
Ⅳ
・
３
）

水
野
達
朗
エ
マ
ソ
ン
の
「
非
連
続
」
的
様
式
と
日
本
に
お
け
る

そ
の
受
容
（
「
ア
メ
リ
カ
研
究
」
釣
、
平
Ⅳ
・
３
）

鶴
巻
孝
雄
北
村
透
谷
（
町
田
地
方
史
研
究
会
編
『
町
田
歴
史
人

物
事
典
』
小
島
資
料
館
、
平
Ⅳ
・
４
）

橋
詰
静
子
『
富
士
山
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ｌ
透
谷
・
正
秋
・
康
成

ら
の
旅
」
〈
執
筆
ノ
ー
ト
〉
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
閥
集
、
平

Ⅳ
・
５
）

正
津
勉
北
村
透
谷
過
ぎ
に
し
春
は
夢
な
れ
ど
〈
詩
人
の
死

１
〉
（
「
表
現
者
」
創
刊
号
、
平
Ⅳ
・
７
）

内
田
寛
北
村
透
谷
『
蓬
莱
曲
』
論
（
「
語
文
と
教
育
」
第
灼

号
、
平
Ⅳ
・
８
）

鹿
野
政
直
北
村
透
谷
（
『
近
代
社
会
と
格
闘
し
た
思
想
家
た
ち
」

〈
岩
波
ジ
ュ
’
一
ァ
新
書
Ｗ
〉
岩
波
書
店
、
平
Ⅳ
・
９
）

佐
藤
文
明
石
阪
美
那
と
北
村
透
谷
（
『
未
完
の
「
多
摩
共
和
国
」

新
選
組
と
民
権
の
郷
」
凱
風
社
、
平
Ⅳ
・
９
）

伊
藤
雄
志
人
間
精
神
の
抑
圧
と
解
放
（
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

歴
史
論
争
ｌ
山
路
愛
山
と
そ
の
時
代
ｌ
』
風
間
書
房
、
平
Ⅳ
．
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Ⅲ
）
「
山
路
愛
山
と
北
村
透
谷
」
「
保
守
主
義
批
判
」
「
啓
蒙
主

義
批
判
」
「
人
生
に
お
け
る
「
文
学
」
の
意
義
」
を
含
む

＊
福
田
美
鈴
北
村
透
谷
碑
と
チ
ェ
・
ョ
ン
の
こ
と
（
「
ト
ス
キ
ナ

ァ
」
第
２
～
５
号
、
平
Ⅳ
・
皿
、
岨
・
４
、
Ⅲ
、
岨
・
４
）
紹

介
・
崔
然
詩
集
『
憂
諺
の
世
界
』
／
福
田
正
夫
・
金
井
新
作
・

加
藤
一
夫
・
資
料
／
北
村
透
谷
碑
援
助
名
簿
在
京
有
志
／
碑

建
立
の
経
過
と
費
用

菊
池
有
希
芭
蕉
と
バ
イ
ロ
ン
を
つ
な
ぐ
も
の
ｌ
北
村
透
谷
の

「
自
然
ｌ
詩
人
」
観
Ｉ
（
「
比
較
文
学
研
究
」
第
朋
号
、
平
Ⅳ
。

Ⅱ
）

小
谷
野
敦
明
治
二
十
年
代
「
恋
愛
」
論
の
種
々
相
ｌ
布
川
孫
市

『
相
思
恋
愛
之
現
象
』
そ
の
他
Ｉ
（
「
文
学
」
第
６
巻
第
６
号
、

平
Ⅳ
。
Ⅱ
）

Ｉ
北
村
透
谷
（
日
外
ア
ソ
シ
ェ
ー
ッ
編
集
部
編
『
日
本

の
思
想
家
ｌ
時
代
の
潮
流
を
創
っ
た
思
想
家
・
伝
記
目
録
』
日

外
ア
ソ
シ
ェ
ー
ッ
、
平
Ⅳ
。
Ⅱ
）

五
十
里
文
映
透
谷
の
〈
無
限
〉
、
藤
村
の
〈
無
常
〉
ｌ
島
崎
藤

村
「
山
家
も
の
が
た
り
」
論
Ｉ
（
「
稿
本
近
代
文
学
」
第
帥
集
、

平
灯
・
岨
）

尾
西
康
充
北
村
透
谷
と
斎
藤
緑
雨
ｌ
緑
雨
没
後
一
○
○
年
を
迎

え
て
１
（
「
近
代
文
学
試
論
」
第
岨
号
、
平
Ⅳ
・
岨
）
↓
『
北

村
透
谷
研
究
ｌ
〈
内
部
生
命
〉
と
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
」

双
文
社
出
版
、
平
肥
・
７

黒
田
俊
太
郎
明
治
三
五
年
版
「
透
谷
全
集
』
ｌ
そ
の
「
商
品
」

性
と
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
「
三
田
国
文
」
第
蛇
号
、
平
Ⅳ
．

半
藤
一
利
先
駆
的
な
恋
に
生
き
た
北
村
透
谷
（
『
恋
の
手
紙
愛

の
手
紙
」
〈
文
春
新
書
棚
〉
文
芸
春
秋
、
平
肥
・
２
）

平
岡
敏
夫
〈
夕
暮
れ
〉
と
佐
幕
派
の
文
学
（
「
芸
文
孜
」
第
Ⅱ
号
、

平
岨
・
２
）

桶
谷
秀
昭
北
村
透
谷
（
『
日
本
人
の
遺
訓
』
〈
文
春
新
書
棚
〉
文

芸
春
秋
、
平
肥
・
３
）

小
澤
勝
美
明
治
二
十
五
年
の
透
谷
と
漱
石
ｌ
列
強
帝
国
主
義
へ

の
後
追
い
を
拒
否
す
る
二
人
の
思
想
Ｉ
（
「
近
代
文
学
研
究
」

第
肥
号
、
平
肥
・
３
）

尾
西
康
充
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
の
命
脈
ｌ
内
部
自
覚
運

動
を
参
照
点
に
し
て
Ｉ
（
「
キ
リ
ス
ト
教
文
芸
」
第
朋
輯
、
平

肥
・
３
）
発
行
円
は
裏
表
紙
に
よ
る
。
↓
『
北
村
透
谷
研
究
ｌ

〈
内
部
生
命
〉
と
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
』
双
文
社
出
版
、

平
肥
・
７

尾
西
康
充
「
楚
囚
之
詩
」
論
ｌ
北
村
透
谷
に
お
け
る
〈
自
己
処

罰
〉
Ｉ
（
「
国
文
学
孜
」
第
棚
号
、
平
肥
・
３
）
↓
『
北
村
透

谷
研
究
ｌ
〈
内
部
生
命
〉
と
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
』
双
文

社
出
版
、
平
肥
・
７

菊
池
有
希
発
心
す
る
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
、
悔
い
改
め
る
文
覚
ｌ
北

岨
）

堀
部
茂
樹
北
村
透
谷
の
詩
と
思
想
と
し
て
の
〈
恋
愛
〉
（
「
エ
タ

キ
ス
」
Ⅷ
２
、
平
Ⅳ
．
旧
）

２
平
成
十
八
年
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北村透谷参考文献目録補遺（2）

村
透
谷
の
「
心
機
妙
変
」
観
ｌ
（
「
比
較
文
学
」
第
咄
巻
、
平

肥
・
３
）

九
里
順
子
『
明
治
詩
史
論
ｌ
透
谷
・
羽
衣
・
敏
を
視
座
と
し
て

ｌ
』
〈
近
代
文
学
研
究
叢
刊
塊
〉
（
和
泉
書
院
、
平
岨
・
３
．
別
）

坂
口
満
宏
雑
誌
『
平
和
』
を
め
ぐ
る
人
々
ｌ
「
日
本
平
和
会
」

の
新
史
料
と
と
も
に
ｌ
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
（
「
京
都
女
子
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
」
史
学
編
、
第
５
号
、
平
田
・
３
）

新
保
祐
司
編
『
北
村
透
谷
ｌ
《
批
評
》
の
誕
生
』
〈
「
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
」
別
冊
〉
（
至
文
堂
、
平
肥
・
３
．
妬
）

西
田
谷
洋
北
村
透
谷
「
楚
囚
之
詩
』
に
お
け
る
概
念
隠
嚥
の
構

造
（
「
国
語
国
文
学
報
」
第
削
集
、
平
肥
・
３
）

橋
浦
洋
志
北
村
透
谷
の
詩
的
領
域
覚
書
き
（
下
）
（
「
茨
城
大
学

教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
」
第
閲
号
、
平

阻
・
３
）

伴
悦
泡
鳴
と
エ
マ
ソ
ン
ー
透
谷
と
の
関
連
で
Ｉ
（
『
岩
野

泡
鳴
文
学
の
生
成
』
お
う
ふ
う
、
平
岨
・
３
）

新
保
祐
司
透
谷
の
「
眼
高
」
今
は
希
薄
批
評
は
知
識
と
情
報

の
飽
食
に
（
「
読
売
新
聞
」
平
岨
・
３
．
Ｍ
夕
刊
）

〔
楚
囚
〕
北
村
透
谷
再
評
価
〈
大
波
小
波
〉
（
「
東
京
新
聞
」
平

旧
・
４
．
７
夕
刊
）

鈴
木
一
正
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
（
妬
）
ｌ
平
成
十
七
年
ｌ

（
「
時
空
」
第
恥
号
、
平
田
・
５
）

谷
沢
永
一
三
好
行
雄
と
の
論
争
／
『
文
豪
た
ち
の
大
喧
嘩
』
を

上
梓
（
『
執
筆
論
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
平
肥
・
５
）

Ｉ
小
田
原
出
身
の
北
村
透
谷
を
偲
ぶ
陥
日
に
高
長
寺

で
「
透
谷
祭
」
（
「
神
静
民
報
」
平
肥
・
５
．
ｍ
）
〈
新
聞
記
事
〉

桶
谷
秀
昭
回
想
（
「
北
村
透
谷
研
究
」
第
Ⅳ
号
、
平
肥
・
６
）

宮
里
立
士
透
谷
の
文
脈
（
同
右
）

坂
口
博
志
透
谷
病
ｌ
勝
本
清
一
郎
覚
書
（
同
右
）

塚
本
章
子
緑
雨
・
「
死
」
と
「
再
生
」
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
（
同

右
）

平
岡
敏
夫
透
谷
に
寄
せ
る
詩
三
編
（
同
右
）
．
輪
花
の
咲
け

か
し
と
」
「
門
ち
ゃ
ん
の
記
憶
」
「
夕
暮
れ
の
惨
劇
」

高
橋
直
美
第
二
十
八
回
北
村
透
谷
研
究
会
全
国
大
会
報
告
（
同

右
）

鈴
木
一
正
透
谷
と
「
平
和
」
関
係
参
考
文
献
目
録
（
同
右
）

尾
西
康
充
キ
リ
ス
ト
教
文
学
と
し
て
の
「
蓬
莱
曲
」
ｌ
「
ハ
ム

レ
ッ
ト
」
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ
（
「
三
重
大
学
日
本
語
学
文

学
」
第
Ⅳ
号
、
平
肥
・
６
）
↓
『
北
村
透
谷
研
究
Ｉ
〈
内
部
生

命
〉
と
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
』
双
文
社
出
版
、
平
肥
・
７

堀
部
茂
樹
北
村
透
谷
の
詩
と
思
想
と
し
て
の
〈
恋
愛
〉
Ⅲ

（
「
エ
タ
キ
ス
」
Ⅷ
３
、
平
田
・
６
）

Ｉ
北
村
透
谷
（
「
平
和
人
物
大
事
典
」
刊
行
会
編
著

『
平
和
人
物
大
事
典
」
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
肥
・
６
）

Ｉ
北
村
透
谷
研
究
会
の
全
国
大
会
あ
す
３
日
文
京
区

の
東
洋
大
学
で
開
催
（
「
神
静
民
報
」
平
田
・
６
．
２
）
〈
新
聞

記
事
〉

尾
西
康
充
『
北
村
透
谷
研
究
ｌ
〈
内
部
生
命
〉
と
近
代
日
本
キ

リ
ス
ト
教
ｌ
』
（
双
文
社
出
版
、
平
岨
・
７
・
的
）

三
甘
言
の
菌
三
四
罠
の
‐
餌
葛
四
国
”
北
村
透
谷
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
．
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カ
ル
チ
ャ
ー
的
表
象
生
産
ｌ
国
家
・
文
化
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
言
説

と
の
絡
み
合
い
を
考
盧
し
て
Ｉ
（
「
国
ご
【
ご
○
肉
シ
ご
ｚ
国
の
○
○
」

第
蛇
号
、
平
肥
・
７
）

村
山
富
市
藤
村
、
透
谷
を
愛
読
雑
誌
に
投
稿
〈
時
代
の
証
言

者
３
〉
（
「
読
売
新
聞
」
平
田
・
７
・
船
朝
刊
）

菊
池
有
希
北
村
透
谷
コ
タ
観
」
に
お
け
る
バ
イ
ロ
ン
受
容
ｌ

『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
礼
』
の
視
点
か
ら
（
「
超
域
文

化
科
学
紀
要
」
第
Ⅱ
号
、
平
出
・
９
）

清
水
瑞
久
北
村
透
谷
の
生
命
思
想
「
力
と
し
て
の
自
然
」
を

中
心
と
し
て
（
「
社
会
思
想
史
研
究
」
恥
別
、
平
肥
・
９
）

関
口
安
義
尾
西
康
充
著
『
北
村
透
谷
研
究
ｌ
〈
内
部
生
命
〉
と

近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
」
〈
書
評
〉
（
「
週
刊
読
書
人
」
平
蝸
．

９
．
１
）

井
上
謙
城
下
は
多
士
済
々
（
『
横
浜
・
鎌
倉
・
湘
南
を
歩
く
』

〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
文
学
探
訪
〉
日
本
放
送
出
版
協

会
、
平
肥
・
加
）
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
テ
キ
ス
ト

北
村
透
谷
（
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
編

『
こ
と
ば
の
森
の
住
人
た
ち
１
町
田
ゆ
か
り
の
文
学
者
』
町
田

市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
、
平
肥
・
蛆
）

勝
原
晴
希
九
里
順
子
著
『
明
治
詩
史
論
ｌ
透
谷
・
羽
衣
・
敏
を

視
座
と
し
て
』
〈
書
評
〉
（
「
日
本
文
学
」
第
開
巻
第
Ⅱ
号
、
平

鈴
木
一
正
北
村
透
谷
と
坪
内
道
遙
（
上
）
〈
透
谷
研
究
ノ
ー
ト

２
〉
（
「
時
空
」
第
〃
号
、
平
肥
。
Ⅱ
）

堀
部
茂
樹
北
村
透
谷
の
詩
と
思
想
と
し
て
の
〈
恋
愛
〉
Ⅳ

18
●

11
ー

（
「
エ
タ
キ
ス
」
Ⅷ
４
、
平
肥
。
Ⅱ
）

九
里
順
子
尾
西
康
充
著
『
北
村
透
谷
研
究
ｌ
〈
内
部
生
命
〉
と

近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
』
〈
書
評
〉
（
「
日
本
文
学
」
第
開
巻

第
皿
号
、
平
肥
・
皿
）

沼
謙
吉
「
北
村
透
谷
の
読
書
会
の
記
録
」
を
通
し
て
の
思
い

出
〈
追
悼
渡
邊
奨
先
生
〉
（
「
町
田
地
方
史
研
究
」
第
咽
号
、

平
肥
・
岨
）

福
岡
哲
司
蒙
軒
学
舎
と
そ
の
時
代
ｌ
山
梨
に
お
け
る
明
治
初
年

の
洋
学
塾
Ｉ
（
『
近
代
山
梨
の
光
と
影
』
〈
山
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉

山
梨
日
日
新
聞
社
、
平
田
・
岨
）
「
は
じ
め
に
ｌ
北
村
透
谷
か

ら
近
藤
喜
則
へ
」
「
ド
ク
ト
ル
・
イ
ビ
ー
の
来
塾
」
を
含
む

付
記

こ
れ
ま
で
本
誌
第
邪
号
（
平
岨
・
３
）
か
ら
第
剥
号
（
本
号
）

ま
で
、
九
回
連
続
で
書
誌
を
掲
載
し
て
き
た
。
結
果
的
に
、
〃
透

谷
に
始
ま
り
透
谷
に
終
わ
る
〃
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
に
掲
載
し

た
時
か
ら
、
そ
う
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
透
谷
文
献
探
索
の

旅
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
一

区
切
り
と
し
た
い
。
こ
の
三
月
で
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

本
誌
へ
の
掲
載
は
、
こ
れ
が
最
後
と
な
っ
た
が
、
掲
載
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
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